




























（１）　『意味の論理学』に関する数少ない研究書の一つとして、J. Williams, Gilles Deleuze’s Logic of Sense: A 
Critical Introduction and guide, Edinburgh University Press, 2009が挙げられるが、内容は簡潔な導入と紹介
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必ずしも実存していなくてもよい。出来
事は、あくまでそれ自体としては






（２）　G. Deleuze, Logique du sens, Éditions de Minuit, 1969, p.174. 邦訳『意味の論理学』小泉義之訳、河出文庫、
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、「それ自体において捉
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過去そのものに属しているからだ。それは「決して
現前しないが、常に＜既に過ぎ去っており＞かつ＜まだ来たるべき＞（jamais présent, mais 
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（le verdoyer）、食べ物（nourritures）とその食べられるという質（leurs 
qualités consommables）から区別された食べること
0 0 0 0 0
（un manger）ないし食べられること（être 
mangé）、身体とその性から区別された交尾すること


























































































































（11）　E. Benveniste, « De la subjectivité dans le langage », in Problème de linguistique générale 1, Éditions Galli-
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の次元にあり、「存在と非存在の彼岸（jen-






























があり、そしてその存在体は円い（there is one and only one entity x which is round and 




















（23）　B. Russell, « On denoting » in Logic and Knowledge, George Allen & Unwin LTD, 1956, p.54. 邦訳「表示に
ついて」松坂陽一訳、『言語哲学重要論文集』、春秋社、二〇一三年、八一頁。
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論理学を独断的に超出した高所に位置するのではない。形而上学は論理学の限界地点にあり、論
理学と形而上学が分割される境界線、その厚みなき表面こそが形而上学の境域なのである。ラッ
セルが築いた記述理論ではなくフレーゲのプラトニズム的な側面に肩入れし、さらにはマイノン
グの超存在までをも援用するドゥルーズの態度は、おそらくかなり自覚的なものであっただろう。
